
簡単にMSイメージを確認
するには



MSイメージを確認する手順
1. データ行列を作成
2. スペクトルを表示
3. スペクトル上に”m/z指定カーソル”を表示

1. ”m/z指定カーソル”を左クリックで掴んで移動させるとサムネイル画
像が表示されます



1.1 データ行列計算の”前処理”の設定



1.2 前処理（ノーマライズ）の設定

“ノーマライズ”の基準を設定します。
TICが一般的です。



1.3 データ行列の設定



1.4 データ行列の設定
対象とするピークを選択します。

ノンターゲットはスペクトルから一定幅で信号強度を
切り出します。
ターゲットは特定のm/z値と許容幅を指定します。

目的に応じて設定してください。



1.5 データ行列の計算



1.6 計算の実行



1.7 データ行列計算完了

データ行列テーブルにデータ行列の概要が表示されます。



2.1 グラフリストの表示

「<<」をクリックしてグラフリストを展開できます



2.2 スペクトルの表示

グラフリスト内で必要な種類のグラフを選択してスペクトルを表示させます。



3.1 m/z指定カーソルボタンをクリックし
てm/z指定カーソルを表示



3.2 m/z指定カーソルをドラッグすると対応する
m/zイメージのサムネイル画像が表示されます。


	簡単にMSイメージを確認するには
	MSイメージを確認する手順
	1.1 データ行列計算の”前処理”の設定
	1.2 前処理（ノーマライズ）の設定 
	1.3 データ行列の設定
	1.4 データ行列の設定
	1.5 データ行列の計算
	1.6 計算の実行
	1.7 データ行列計算完了
	2.1 グラフリストの表示
	2.2 スペクトルの表示
	3.1 m/z指定カーソルボタンをクリックしてm/z指定カーソルを表示
	3.2 m/z指定カーソルをドラッグすると対応するm/zイメージのサムネイル画像が表示されます。

